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今号の表紙：甲斐市の甲斐敷島梅の里
約８ヘクタールの敷地内には、約1200本の紅白の梅が植えられて
いて、時期には富士山と梅の景色を楽しむことができる山梨県の
梅の名所となっています。



“ かがやけ ” みらい　13号（2）“ かがやけ ” みらい　13号（3）

ＪＡ山梨みらいの概要　（2022年１月31日現在）

○組合員数　
　正組合員 … …………………… 14,133人
　准組合員 … …………………… 13,504人
　合　　計 … …………………… 27,637人

○信用事業
　貯金残高 … ………… 2,126億4,994万円
　貸出金残高 … ………… 497億7,606万円

○共済事業
　長期共済保有高 … … 7,255億1,286万円

○購買事業
　購買品取扱高 … …………22億8,097万円

○販売事業
　販売品取扱高 … …………37億5,193万円
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●担い手の規模拡大・事業承継、新規就農を総合
的に支援する体制を強化します。

●県内農業生産量の低下傾向に歯止めをかけるた
めに、ＪＡ出資型法人の拡充等により生産基盤
の強化に取り組みます。

県内農業生産基盤の維持・強化

●地域特性に応じた営農指導体制を基本的に維
持し、営農指導強化、県全体で指導員のレベル
アップや要員増強を図ります。

●中核的担い手や農業法人のニーズに応えられる
専門的な指導体制を構築します。

営農指導体制の強化 「農業者の所得増大」の実現

●品目・規格統一や銘柄集約・省力化、物流再編
により資材価格の抑制に取り組みます。

●販売一元化・ロット集約やリレー出荷等により、市
場の信頼を高めることにより、産地の価値を上げ、
「オール山梨」による更なる有利販売や安定的な
販売、輸出等を拡大していきます。

どのような「県１ＪＡ」を目指すの？

「県１ＪＡ」で や

を紹介します！

※１ＪＡ推進協議会とは、１ＪＡの実現を推進することを目的に、ＪＡ・連合会・関係団体で構成する会議体です。

●組合員との接点となる営農指導や組合員組織等に
ついて、地域特性を活かして各地域による主体的な
運営を基本とします。
●管理部門集約等によるコスト・要員の削減を図り、新
たな要員配置により「戦略部門」や「出向く体制・相談
体制」を設置・拡充します。

●総合事業を通じて地域社会の生活を守り、多様
な地域住民ニーズに応える専門的な相談体制
（相続相談等）を強化します。
●地域の実情を踏まえた総合的な生活支援事業
（健康管理活動等）に取り組みます。
●ＪＡくらしの活動を通じ、豊かで暮らしやすい地域
共生社会の実現を目指します。

地域活性化や地域貢献への取組み

考
え
ら
れ
る
組
合
員
メ
リ
ッ
ト

目 指 す 方 向
金融緩和の長期化や組合員の減少を背景に、信用・共済事業収益は減少傾向にあり、県内ＪＡでは管
理費の圧縮や支所・支店等の再編による経営基盤の確立・強化に向けた取組みを進めています。
県１ＪＡでは管理部門の集約等による更なるコスト削減や信用・共済事業の合理化・効率化と経済事

業の収支改善に取組み、成長分野への経営資源の投入や新規事業への進出など総合事業体としての事業
展開を図ります。
また、地域特性を活かした出向く運営体制を整え組合員のための生産基盤を強化し、規格の統一、資
材価格の抑制等、出荷の信頼を高め、産地の価値を図り「農業者の所得増大」に努めます。
更には、組合員との接点を強化するための必要部署の拡充や地域活性化・地域貢献への取組み、総合

事業を通じて地域社会の多様なニーズに応える相談指導体制を構築し、豊かで暮らしやすい地域共生社
会の実現を目指します。

事業運営体制の見直し

●信用・共済事業は収益低下が懸念されるため、一層
の効率化・合理化によるコスト削減に努めます。
●県内において重複する機能の集約・合理化等を徹底
し、コスト削減を図ります。
●成長分野への経営資源投入により既存の事業伸長
と新規事業の進出を図ります。

持続可能な収益構造・健全経営の確立

○ お申し込み方法
　最寄りの支店または、
　本店 信用部までお申し付けください。
　 市 川 支 店　TEL: 055-272-1211
　 六 郷 支 店　TEL: 0556-32-2041
　 青 柳 支 店　TEL: 0556-22-5115
　 身 延 支 店　TEL: 0556-62-1017
　 栄 　 支 　 店　TEL: 0556-64-3161
　 竜 王 支 店　TEL: 055-276-2026
　 昭 和 支 店　TEL: 055-275-2121
　 山 城 支 店　TEL: 055-241-5141
　 アルプス通り支店　TEL: 055-288-8700
　 本 店  信 用 部　TEL: 055-223-9631

○ 相談開催日時
　　　毎週火曜日・木曜日
　　　　午前９時～午後５時

健康で、明るい家庭づくりは「女性学習活動から」そんな願いをもとに学習会を計画しています。
令和4年度も女性の皆様のふれあいの場としても「さわやか大学」を開校します。
募集要項などの詳細は、後日ホームページ等でお知らせします。

相談会は予約制と相談会は予約制と
させていただきます。させていただきます。

ご希望の日時にそえない場合がご希望の日時にそえない場合が
ございますので、ございますので、

あらかじめあらかじめ
ご了承ください。ご了承ください。



名　称 住　所 電話番号 ＦＡＸ番号
玉穂サポートセンター 中 央 市 下 河 東 ２ ６ ４ ８ 055-273-2020 055-273-2163
南 部 茶 業 セ ン タ ー 南巨摩郡南部町内船８５２６－１ 0556-64-3414 0556-64-2299

農産物直売所
中 富 直 売 所 南 巨 摩 郡 身 延 町 伊 沼 １ １ ６ 0556-42-3311 0556-42-3314
増 穂 直 売 所 南巨摩郡富士川町天神中条１１１０ 0556-22-6816
い ー な と う ぶ 竜 王 甲 斐 市 篠 原 ２ ６ ３ ５ 055-276-2399 055-279-2002
い ー な と う ぶ 昭 和 昭 和 町 飯 喰 １ ５ ２ ５ － ２ 055-298-4117 055-298-4116
穫れたてＬａｎｄ山城 甲 府 市 小 瀬 町 ３ １ ５ － ４ 055-243-6766 055-243-7755
穫れたてＬａｎｄ池田 甲 府 市 下 飯 田 一 丁 目 ４ － ４ ８ 055-228-4255 055-228-4240

ガソリンスタンド
榎 Ｓ Ｓ 甲 斐 市 篠 原 ７ ７ ９ 055-276-7611 055-276-7611

ガスセンター
甲 府 ガ ス セ ン タ ー 甲 府 市 富 竹 一 丁 目 ７ － １ ７ 055-222-7963 055-226-4069
南 部 ガ ス セ ン タ ー 南 巨 摩 郡 南 部 町 内 船 ４ ８ １ ２ 0556-64-3193 0556-64-3208
市川三郷ガスセンター 西八代郡市川三郷町上野２８８９ 055-230-3056 055-230-3067

セレモニーホール
セレモニーホール　あじさい身延 南 巨 摩 郡 身 延 町 波 木 井 ６ ０ ８ 0556-62-0010 0556-62-0011
セレモニーホール　あじさい南部 南 巨 摩 郡 南 部 町 南 部 ９ ４ ４ ２ 0556-64-1231 0556-64-4481
セレモニーホール　あじさい増穂 南巨摩郡富士川町小林３８５－１ 0556-22-2611 0556-22-2281
セ レ モ ニ ー ホ ー ル　 み ど り 甲 斐 市 竜 王 ３ ２ ４ ９ － １ 0120-79-7753 055-279-1865
セレモニーホール　なでしこ甲府 甲 府 市 下 飯 田 一 丁 目 ４ － ６ 055-287-9411 055-287-9412
ク リ ス タ ル ホ ー ル 西八代郡市川三郷町高田４７６－６ 055-230-3026 055-230-3027

介護福祉サービス（市川三郷福祉センター）
居 宅 介 護 支 援 事 業 所 西八代郡市川三郷町岩間２０８３ 0556-32-5002 0556-32-5001
デイサービスほほえみ 西八代郡市川三郷町岩間２０８３ 0556-32-5000 0556-32-5010

グループ会社等
㈱ JA 山梨みらい協同社 西八代郡市川三郷町高田４７６－６ 055-230-3026 055-230-3027
㈱ ア グ リ 甲 斐 西八代郡市川三郷町上野２８８９ 055-230-3200 055-230-3067

ＪＡ山梨みらい事業所一覧ＪＡ山梨みらい事業所一覧
令和４年２月～

名　称 住　所 電話番号 ＦＡＸ番号
本　店

本 店 甲 府 市 下 飯 田 三 丁 目 ５ － １ ２ 055-223-9600 055-223-2611

支　店
市 川 支 店 西八代郡市川三郷町市川大門１７７６－１ 055-272-1211 055-230-3173
六 郷 支 店 西八代郡市川三郷町岩間２０８３ 0556-32-2041 0556-32-3711
青 柳 支 店 南 巨 摩 郡 富 士 川 町 青 柳 町 ９ １ ０ 0556-22-5115 0556-22-6156
身 延 支 店 南 巨 摩 郡 身 延 町 梅 平 ２ ４ ４ ７ 0556-62-1017 0556-62-3182
栄 支 店 南 巨 摩 郡 南 部 町 内 船 ４ ８ １ ２ 0556-64-3161 0556-64-3158
竜 王 支 店 甲 斐 市 篠 原 ２ ６ ３ ５ 055-276-2026 055-279-2966
昭 和 支 店 中 巨 摩 郡 昭 和 町 河 東 中 島 ３ ２ ８ 055-275-2121 055-275-2125
山 城 支 店 甲 府 市 小 瀬 町 ６ ０ １ － １ 055-241-5141 055-243-2611
ア ル プ ス 通 り 支 店 甲 府 市 下 飯 田 三 丁 目 ５ － １ ２ 055-288-8700 055-288-8710

経済センター・店舗
市川三郷経済センター 西八代郡市川三郷町上野２８８９ 055-230-3057 055-230-3067
大 塚 経 済 セ ン タ ー 西八代郡市川三郷町大塚４３７１ 055-272-1147 055-272-0825
増 穂 経 済 セ ン タ ー 南巨摩郡富士川町天神中条１１１０ 0556-22-3147 0556-22-2768
中 富 経 済 セ ン タ ー 南 巨 摩 郡 身 延 町 西 嶋 ６ ２ ５ 0556-42-3500 0556-42-3312
栄 経 済 セ ン タ ー 南 巨 摩 郡 南 部 町 内 船 ４ ８ １ ２ 0556-64-3193 0556-64-3208
富 沢 店 舗

（平日午前９時から午後３時まで） 南巨摩郡南部町福士２７０５－３ 0556-66-2211 0556-66-2245

竜 王 経 済 セ ン タ ー 甲 斐 市 篠 原 ２ ６ ３ ５ 055-276-0180 055-279-2002
玉 穂 経 済 セ ン タ ー 中 央 市 成 島 ２ ４ １ ０ － ２ 055-273-2002 055-273-8596
昭 和 購 買 店 舗 中巨摩郡昭和町飯喰１５２５－２ 055-298-4111 055-298-4116
忍 経 済 セ ン タ ー 中 央 市 藤 巻 ２ ９ ５ ８ － １ 055-273-2107 055-273-2192
山 城 経 済 セ ン タ ー 甲 府 市 小 瀬 町 ３ ４ ０ 055-243-9608 055-241-0711
二 川 購 買 店 舗

（ ２ 月 か ら10月 の み 営 業 ） 甲 府 市 大 津 町 ２ ９ ２ － １ 055-241-2604 055-241-2689

玉 諸 経 済 セ ン タ ー 甲 府 市 国 玉 町 ８ ６ ７ 055-235-3009 055-235-2937
甲 運 購 買 店 舗

（ ２ 月 か ら10月 の み 営 業 ） 甲 府 市 川 田 町 ６ ５ － １ 055-235-2657 055-235-2656

千 塚 経 済 セ ン タ ー 甲 府 市 千 塚 一 丁 目 １ － ２ 055-251-4711 055-251-4712
竜 王 機 械 セ ン タ ー 甲 斐 市 篠 原 ２ ６ ３ ５ 055-276-2354 055-276-8551
玉 穂 機 械 セ ン タ ー 中 央 市 成 島 ２ ４ １ ０ － ２ 055-273-2002 055-273-8596
玉 穂 育 苗 セ ン タ ー 中 央 市 下 河 東 ２ ６ ４ ８ 055-273-2020 055-273-2163

“ かがやけ ” みらい　13号（4）“ かがやけ ” みらい　13号（5）

当組合では、第２回通常総代会において承認されました事業再編の取組みといたしまして、信用（金
融）共済店舗、及び経済センターの統合を行いました。
令和４年２月１日現在の事業所一覧は以下のとおりです。



ふじかわ地区
支部役員
寄せ植え講習会
天気にも恵まれ、寄せ
植えを楽しみました。

山城支部
手芸教室
便利なティッシュカ
バーを作りました。

味噌つくり
1月15日　玉穂支部
1月18日～ 24日　昭和支部
2月８日・9日　富沢支部
毎年恒例の味噌の仕込み
を行いました。

１
15

１
18

２
８

１
12

１
13

田富支部
中込よし子部長が
優秀賞を受賞 !!
JA 会館で行われた山梨県家の光
大会にて、JA 山梨みらい女性部 
田富支部 中込よし子 部長が家の
光の記事活用体験の発表を行いま
した。「家の光は私の大事な人生
の参考書」と題して、中込さんと
家の光との出会いから現在に至る
までの歴史や、女性部活動の中で
の実際に家の光を活用した事例な
どの発表を行い、見事優秀賞を受
賞しました。

12
７

“ かがやけ ” みらい　13号（7） “ かがやけ ” みらい　13号（6）

　

甲
府
市
の
山
城
小
学
校
で
Ｊ
Ａ
山
梨
み
ら
い
と
地
元

の
農
業
生
産
者
ら
で
つ
く
る
「
食
と
み
ど
り
・
水
を
守

る
山
城
地
区
市
民
会
議
」
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
支
援

米
活
動
と
し
て
マ
リ
共
和
国
に
送
る
支
援
米
の
発
送
式

を
行
い
、
山
城
小
学
校
の
5
年
生
１
５
２
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
支
援
米
は
児
童
ら
が
体
験
学
習
と
し
て
6
月

に
田
植
え
を
行
い
、
10
月
に
稲
刈
り
を
し
た
う
る
ち
米

１
５
０
㌔
。

　

こ
の
活
動
は
児
童
に
農
業
体
験
を
通
し
て
、
食
料
を

作
る
苦
労
や
大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
だ
け
で
な

く
、
食
料
を
支
援
す
る
こ
と
で
世
界
の
食
料
事
情
に
つ

い
て
も
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。
今
年
で
14
年
目

を
迎
え
ま
す
。

　

当
日
は
児
童
が
、
飢
餓
に
苦
し
む
人
た
ち
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
い
た
シ
ー
ル
を
支
援
米
の
袋
に
心
を
込
め

て
貼
り
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
ま
し
た
。
支
援
米
は

東
京
都
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
通
じ
て
、
船
便
で
3

月
に
マ
リ
共
和
国
へ
届
く
予
定
で
す
。

　

児
童
の
一
人
は
「
マ
リ
共
和
国
の
一
人
で
も
多
く
の

命
が
助
か
り
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

電
話
に
よ
る
詐
欺
を
防
ご
う
と
、
Ｊ
Ａ
山
梨
み
ら
い
と
南
部
警
察
署
が
共
同

で
、
Ｊ
Ａ
特
産
品
の
南
部
茶
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
詐
欺
防
止
の
標
語
を
印
刷
す

る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

南
部
警
察
署
の
署
長
室
で
南
部
茶
業
セ
ン
タ
ー
の
志
村
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
岡

部
署
長
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
完
成
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ラ
ベ
ル
に
は
地
元
の
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
電
話
詐
欺
防
止
の
標
語
の
中
か

ら
、
最
優
秀
賞
な
ど
に
選
ば
れ
た
上
位
3
作
品
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
部
警
察
署
の
岡
部
署
長
は
、「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
飲
む
た
び
に
標
語
に
目
を

と
め
て
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
　

・
南
部
茶
の
ラ
ベ
ル
へ
印
刷
さ
れ
る
上
位
3
作
品

　

最
優
秀
賞	

お
れ
お
れ
と　

そ
の
声
ほ
ん
と
に　

む
す
こ
な
の

　

優 

秀 

賞	

電
話
で
の　

お
金
の
話
は　

詐
欺
か
も
よ

　

優 
秀 

賞	

騙
さ
れ
て　

後
悔
す
る
よ
り　

確
認
を

児
童
が
育
て
た
お
米　

マ
リ
共
和
国
へ

南
部
茶
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
へ
電
話
詐
欺
防
止
の
標
語
を
印
刷

小
中
学
校
、

保
育
所
へ

南
部
茶
を
贈
呈

　

峡
南
地
域
の
小
学
校
や
中

学
校
、
保
育
所
な
ど
51
ヵ
所

を
対
象
に
南
部
茶
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
南
部
茶
の
Ｐ

Ｒ
や
魅
力
発
信
の
た
め
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
身
延
町
立
身
延
中

学
校
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

山
梨
県
茶
振
興
協
議
会
の
会

長
を
務
め
る
Ｊ
Ａ
山
梨
み
ら

い
川
口
専
務
か
ら
身
延
中
学

校 

今
村
校
長
へ
南
部
茶
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
Ｊ
Ａ
名
に
「
み
ら
い
・
未
来
」
の
名
の
付

く
10
Ｊ
Ａ
が
参
加
し
、
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
形
式
で
「
み
ら

い
サ
ミ
ッ
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
Ｊ
Ａ
の
代
表

者
40
名
が
出
席
し
、
地
域
農
業
・
地
域
社
会
の
発
展

の
た
め
に
努
力
し
、
大
規
模
災
害
時
に
は
相
互
支
援

活
動
に
取
り
組
み
、
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
協

定
し
ま
し
た
。

　

「
自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
の
構
築
」
を
テ
ー
マ

に
討
論
会
が
行
わ
れ
、
各
Ｊ
Ａ
の
取
組
み
、
課
題
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各

Ｊ
Ａ
の
特
産
品
を
使
用
し
た
加
工
品
の
試
食
会
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
宣
言
を
採
用
し
、
組
合
員
・
地
域
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
不
断
の
改
革
に
挑
戦
し
続
け
る

こ
と
や
、
安
全
で
安
心
な
農
畜
産
物
を
安
定
的
に
供

給
す
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
み
ら
い
サ
ミ
ッ
ト
参
加
Ｊ
Ａ

　

・
Ｊ
Ａ
新
潟
み
ら
い　
　

・
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
み
ら
い

　

・
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
未
来　
　

・
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い

　

・
Ｊ
Ａ
千
葉
み
ら
い　
　

・
Ｊ
Ａ
津
軽
み
ら
い

　

・
Ｊ
Ａ
山
梨
み
ら
い　
　

・
Ｊ
Ａ
兵
庫
み
ら
い

　

・
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来　

・
Ｊ
Ａ
東
京
み
ら
い

第
12
回 

Ｊ
Ａ
み
ら
い
サ
ミ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た

12/８

12/16

R３

２/９

みらいサミットの様子

児童が書いたメッセージのシールが貼られる

各 JA の加工品を試食する JA 山梨みらい役職員

川口専務から今村校長へ南部茶が手渡される
( 左 ) 身延中学校 今村校長　( 右 )JA 山梨みらい川口専務

南部茶業センター センター長より完成が伝えられる
( 左 ) 南部茶業センター　志村センター長
( 右 ) 南部警察署　岡部署長

１/17

R３

R４

R４

支援米を運ぶ児童ら

ＪＡ山梨みらい野菜部会
優秀生産者表彰

12/21
R3

12月21日 ( 水 ) に山梨みらい農業協同組合野菜部会 優秀生産者
表彰式が行われ、３名の方が表彰を受けました。
表彰者については下記のとおりとなります。

野菜部会　優秀生産者
地区 受賞者 栽培品目

甲府地区 向山　修

スイートコーン72a
夏秋ナス17a
カリフラワー 15a
水稲100a

甲府地区 今井　君江

スイートコーン70a
夏秋ナス22a
カリフラワー 10a
水稲50a

中巨摩東部地区 塚原　サツキ

スイートコーン60a
夏秋ナス12a
キウイフルーツ10a
水稲100a
季節野菜8a

後列左から塚田 野菜部会長、JA 山梨みらい萩原組合長
前列左から塚原サツキ 様、向山修 様、全農やまなし梶原本部長
今井君江 様は欠席

す
ず
ら
ん
の
会

「
元
気
の
泉
」

　

Ｊ
Ａ
山
梨
み
ら
い
の
助
け
合
い
組

織
「
す
ず
ら
ん
の
会
」
で
は
、
健
康

寿
命
の
伸
長
を
め
ざ
す
「
元
気
の

泉
」
の
活
動
を
毎
月
第
3
木
曜
日
の

午
後
に
市
川
支
店
で
開
催
し
、
誤
嚥

防
止
を
兼
ね
た
歌
や
脳
ト
レ
、
厚
生

連
と
連
携
し
て
運
動
指
導
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
協
力
会
員
も
研
修
な
ど

に
参
加
し
日
々
勉
強
し
な
が
ら
会
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
ま

で
は
、
昼
食
会
や
手
作
り
の
お
や
つ

で
お
話
し
会
も
開
い
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
お
や
つ
は
持
ち
帰
る

な
ど
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
て
い

ま
す
。
一
昨
年
で
20
周
年
を
迎
え
ま

し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
等
は

行
え
ず
、
昨
年
お
赤
飯
を
用
意
し
て

簡
単
に
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。
利
用

会
員
の
方
か
ら
は
、「
月
1
回
み
ん

な
の
笑
顔
を
見
る
の
が
な
に
よ
り
の

楽
し
み
」
と
好
評
で
す
。
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Ｊ
Ａ
山
梨
み
ら
い 

職
員
配
置
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
３
月
１
日
現
在

本　

店

参
事　

佐
藤
久
延

◎
監
事
室

室
長　

藤
巻
啓
治

課
長　

長
田
久
弥

係
長　

北
條　

仁

係
長　

佐
野
浩
司

◎
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
策
部

部
長	

金
丸　

修

次
長	

北
原　

孝

◇
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
策
課

課
長
（
兼
）
北
原　

孝

係
長　

倉
金　

潤

主
任　

樋
口
令
子

◇
審
査
課

課
長　

佐
野
哲
哉

課
長
代
理　

望
月
勝
久

係
長　

保
坂
伸
治

◎
総
務
企
画
部

部
長　

深
澤
浩
明

次
長　

伊
藤
勝
美

次
長　

早
川
嘉
一
（
信
連
）

◇
総
務
課

課
長　

遠
藤
秀
敏

係
長　

樋
口
祥
雄

主
任　

芦
沢
あ
ゆ
み

秋
山
卓
也

田
中　

唯

◇
メ
ー
ル
担
当

○
パ
ー
ト

大
森
明
仁
、
小
池
英
文

◇
人
事
教
育
課

課
長
（
兼
）
伊
藤
勝
美

係
長　

白
須
俊
聡

主
任　

小
林
美
紗
子

主
任　

河
西　

翼

◇
企
画
管
理
課

課
長　

高
野
睦
雄

課
長
代
理　

米
山
智
博

係
長　

田
中　

毅

◇
情
報
シ
ス
テ
ム
課

課
長　

中
村
光
宏

課
長
代
理　

芦
澤　

健

主
任　

齋
藤
秀
一
郎

◇
総
務
企
画
部
付

中
央
会
出
向

課
長
代
理　

伊
藤
義
朗

係
長　

齊
藤
晃
一

（
株
）
ア
グ
リ
甲
斐
出
向

小
林　

司

休
職係

長　

渡
辺
裕
子

主
任　

河
西
志
織

金
丸
あ
き
み

赤
尾
千
尋

依
田
真
衣

鈴
木
み
ず
き

一
瀬
有
紗

長
谷
部
麻
帆

白
神
冴
子

須
﨑
晴
香

渡
邉
歩
美

西　

優

◎
信
用
部

部
長　

名
執
修
巳

次
長　

深
沢
孝
文

次
長　

大
櫛
啓
二
（
農
中
）

◇
貯
金
為
替
課	

課
長　

伊
藤
裕
貴
智

課
長
代
理　

青
柳
留
美

係
長　

上
山　

泉

係
長　

樋
口
貴
志

主
任　

太
田
ゆ
か
り

望
月
春
香

穂
坂
沙
織

○
嘱
託

石
部
初
江

◇
指
導
支
援
課

課
長
（
兼
）
伊
藤
裕
貴
智

課
長
代
理
（
兼
）
青
柳
留
美

係
長
（
兼
）
上
山　

泉

主
任
（
兼
）
太
田
ゆ
か
り

○
嘱
託

（
兼
）
石
部
初
江

◇
運
用
管
理
課	

課
長
（
兼
）
深
沢
孝
文

◇
融
資
課

課
長　

飯
野
俊
行

係
長　

宮
澤　

崇

主
任　

山
本
琢
也

　
　
　

立
花
邦
依

◇
債
権
管
理
課　

青
柳
支
店
2
階

課
長　

井
上
賢
吾

課
長
代
理　

瀧
澤
松
吾

◎
事
業
推
進
部

部
長　

青
柳
栄
一

次
長　

小
笠
原
一
憲

◇
企
画
推
進
課　

市
川
三
郷
事
務
所

課
長
代
理　

森
田
武
彦

係
長　

片
桐
拓
哉

◇
融
資
推
進
課

課
長　

川
口　

功

課
長
代
理　

小
澤　

徹

課
長
代
理　

岸
本
一
樹

係
長　

渡
辺
友
章

◎
共
済
部

部
長　

深
沢
和
彦

次
長　

依
田
千
里

次
長　

武
藤
長
寿
（
共
済
連
）

◇
長
期
共
済
課

課
長　

長
田
直
樹

課
長
代
理　

井
上
哲
也

係
長　

佐
野
宏
行

係
長　

渡
邊
宏
幸

主
任　

小
泉
奈
央
子

小
林
あ
や
の

◇
短
期
共
済
課

課
長　

市
川
か
を
り

課
長
代
理　

下
山
貴
司

課
長
代
理　

太
田　

薫

係
長　

水
野
秀
康

主
任　

磯
部　

潔

磯
部
裕
二

原　

沙
央
里

◎
経
済
部

部
長　

岩
澤　

泰

次
長　

小
池
正
敏

◇
購
買
課

課
長　

石
原
裕
史

係
長　

中
込
龍
児

主
任　

斉
田
美
幸

主
任　

向
山
淳
也

◇
福
祉
課

課
長
（
兼
）
小
池
正
敏

◎
営
農
販
売
部

部
長　

西
海
定
博

次
長　

中
村　

進

◇
営
農
指
導
課

課
長　

米
山
武
仁

係
長　

村
松
克
哉

主
任　

矢
﨑
祐
子

主
任　

萩
原
祐
紀

雨
宮
真
紀

○
嘱
託

三
森
成
己

◇
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）
米
山
武
仁

◇
販
売
課

課
長　

小
松
和
義

課
長
代
理　

込
山　

裕

係
長　

小
澤
美
加

主
任　

米
村
千
穂

主
任　

河
野
弘
明

武
川　

悠

◇
直
販
課

課
長　

原　

朋
行

支
店
等

◎
市
川
支
店

支
店
長　

一
瀬
宏
行

副
支
店
長　

古
屋
雅
志

支
店
長
代
理　

小
澤
敏
彦

支
店
長
代
理　

丹
澤
栄
樹

支
店
長
代
理　

酒
井
佳
世

支
店
係
長　

松
永
有
里

支
店
係
長　

丹
沢　

寛

支
店
係
長　

一
瀬
吉
大

支
店
係
長　

小
林
秀
幸

支
店
係
長　

遠
藤
玲
児

支
店
係
長　

岸
本
智
成

支
店
係
長　

赤
池
あ
ゆ
美

支
店
主
任　

岸
本
厚
子

支
店
主
任　

金
井
さ
ゆ
り

支
店
主
任　

赤
志
佳
士

支
店
主
任　

佐
野
康
介

支
店
主
任　

高
野
翔
太

支
店
主
任　

小
林
真
実
子

支
店
主
任　

野
村
沙
織

後
藤
理
奈

橘
田
一
輝

渡
辺
友
輝

石
原
大
地

保
坂
結
衣

遠
藤
香
那

齋
藤
菜
々

○
嘱
託

一
瀬　

登
、
服
部　

勝
、

村
松
ま
ゆ
み
、
村
松
宏
記

○
パ
ー
ト

片
桐
一
美

◎
六
郷
支
店

支
店
長　

蛭
川
好
美

副
支
店
長　

丸
山
高
仁

支
店
長
代
理　

町
田
文
子

支
店
係
長　

遠
藤
茂
樹

支
店
係
長　

米
村
健
太

支
店
主
任　

豊
川　

彩

支
店
主
任　

川
口　

彩

近
藤　

慶

内
藤　

聡

深
澤
あ
ゆ
み

佐
野
有
美

齋
藤
真
穂

望
月
琢
也

佐
野
ま
り
や

渡
邉
菜
々
子

○
嘱
託

望
月
誠
司

○
パ
ー
ト

小
山
丁
子

◎
青
柳
支
店

支
店
長　

岩
間
重
樹

副
支
店
長　

矢
崎
博
之

支
店
長
代
理　

角
田　

保

支
店
長
代
理　

依
田
ミ
キ

支
店
長
代
理　

遠
藤
め
ぐ
み

支
店
長
代
理　

神
田　

実

支
店
長
代
理　

望
月
直
樹

支
店
係
長　

望
月
貴
純

支
店
係
長　

手
塚
洋
介

支
店
係
長　

山
田
麻
紀
子

支
店
主
任　

芦
澤
智
美

支
店
主
任　

渡
邉
和
哉

支
店
主
任　

板
倉
千
賀
子

福
田
珠
美

岩
間
梨
紗

井
上
孝
貴

今
福
庸
平

依
田
和
大

秋
山
珠
梨

○
嘱
託

小
池
春
美

○
パ
ー
ト

望
月
ち
ま
き
、
齊
藤
米
子
、

河
西
香
月
、
眞
々
田
美
紀

◎
身
延
支
店

支
店
長　

藤
澤
正
也

副
支
店
長　

大
久
保　

栄

支
店
長
代
理　

内
田
聖
嗣

支
店
係
長　

遠
藤
る
み

支
店
係
長　

瀧
澤
藤
華

支
店
係
長　

渡
邉
耕
二

支
店
主
任　

小
松　

健

支
店
主
任　

佐
野
健
一

篠
原　

誠

四
條
英
美

滝
川　

愛

松
木
敬
吾

小
泉
匠
矢

○
嘱
託

古
屋
美
智
代

○
パ
ー
ト

深
沢
な
か
子
、
千
頭
和
理
恵
、

原
野
茂
美
、
松
村
若
葉

◎
栄
支
店

支
店
長　

千
須
和
健
一

副
支
店
長　

大
森
一
二
三

支
店
長
代
理　

佐
々
木
竜
二

支
店
主
任　

伊
藤
和
洋

支
店
主
任　

片
田
美
栄
子

支
店
主
任　

柿
島
英
也

支
店
主
任　

佐
野
智
子

支
店
主
任　

望
月
政
成

山
本
水
無
美

久
保
美
恵
子

木
内　

司

瀧
井　

団

望
月
勇
平

望
月
清
貴

小
泉
建
人

村
野　

聖

大
原　

真

内
田
さ
つ
き

宝
示　

蒔

○
嘱
託

佐
野
喜
美
子
、
北
澤
淳
子
、

望
月
幸
紀

○
パ
ー
ト

望
月
孝
子

◎
竜
王
支
店

支
店
長　

山
本
和
子

副
支
店
長　

中
田
清
美

支
店
長
代
理　

石
井
真
由
美

支
店
長
代
理　

飯
野
正
幸

支
店
長
代
理　

花
輪
雅
子

支
店
主
任　

長
沼　

司

支
店
主
任　

深
澤
健
吾

土
屋
美
紀

長
澤　

彩

高
橋
忠
勝

齋
藤　

香

河
西
柾
太
郎

石
原
り
え

栁
本
有
紀

鎌
田
明
日
香

芹
澤　

航

丸
山
璃
奈

市
川
美
咲

○
嘱
託

小
林
治
久

◎
昭
和
支
店

支
店
長　

新
谷　

修

副
支
店
長　

八
巻
久
美
子

支
店
長
代
理　

渡
邉
百
合
子

支
店
長
代
理　

深
澤
英
輝

支
店
係
長　

望
月
孝
浩

支
店
主
任　

澤
田　

隆

支
店
主
任　

飯
島
佳
子

支
店
主
任　

加
藤
和
也

望
月
淑
江

川
名
里
美

笠
井　

恵

志
村
一
美

植
野
麻
理
子

島
田
裕
基

横
内
知
保

五
味
愛
実

竹
野
理
奈

石
原
佑
人

天
野
奈
己

千
野
修
平

山
本
友
里

丹
澤
愛
理

○
嘱
託

柿
嶋
文
江

◎
山
城
支
店

支
店
長　

楠
間　

亘

副
支
店
長　

大
代
明
美

支
店
係
長　

前
橋　

圭

支
店
主
任　

中
込
亜
佐
弥

支
店
主
任　

松
岡
祥
子

支
店
主
任　

飯
窪
美
樹

樋
口
幸
子

内
藤
麻
奈
美

小
泉
佐
季

畑
野
理
佳

◇
玉
諸
事
務
所

支
店
長
代
理　

宮
川
卓
士

支
店
主
任　

山
口
孝
太

支
店
主
任　

上
原
裕
樹

支
店
主
任　

深
井
雄
也

※
ア
ル
バ
イ
ト
は
掲
載
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん

　

（
兼
）･････

兼
務
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◎
玉
穂
育
苗
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

河
西　

稔

網
倉
正
己

○
パ
ー
ト

乙
黒
広
道
、
内
田
町
子
、

田
中
幸
男
、
那
須
野
貴
史

◎
南
部
茶
業
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

志
村
あ
ず
ま

係
長　

飯
島　

透

主
任　

小
林
啓
一

佐
野
佑
磨

○
嘱
託

諏
訪
雅
仁

○
パ
ー
ト

木
内
喜
世
美
、
服
部
文
仁
、

渡
辺
典
子
、
志
村
朋
子
、

田
中
香
織

農
産
物
直
売
所

◎
増
穂
直
売
所

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）
小
池
正
隆

◎
中
富
直
売
所

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）
深
沢
基
秀

○
嘱
託

　

志
村　

仁

○
パ
ー
ト

佐
野
裕
子
、
古
屋
イ
サ
子
、

北
原
真
紀

◎
い
～
な
と
う
ぶ
竜
王

セ
ン
タ
ー
長　

青
木　

裕

伊
藤　

翔

○
パ
ー
ト

㓛
刀
明
子
、
三
井
正
文
、

大
澤
恭
子
、
梶
原
藤
枝
、

丸
山
由
三
子
、
小
澤
光
子
、

村
松
み
ど
り
、
遠
藤
匡
代
、

井
上
真
澄
、
田
中
浩
恵
、

沼
田
慶
子
、
臼
井
法
子
、

小
泉
佳
純

◎
い
～
な
と
う
ぶ
昭
和

セ
ン
タ
ー
長　

伊
東　

聡

新
津　

裕

○
パ
ー
ト

笹
之
池
和
江
、
秋
山
恵
美
子
、

廣
瀬
は
る
み
、
長
田
千
秋
、

阿
部
純
子
、
北
條
一
美
、

芳
賀
陽
子
、
天
野
克
則
、

深
澤
直
美

◎
穫
れ
た
て
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ 

山
城

セ
ン
タ
ー
長　

長
田　

勲

○
パ
ー
ト

白
井
百
合
子
、
内
藤
一
二
美
、

小
林
幸
子
、
市
川
聡
子

◎
穫
れ
た
て
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ 

池
田

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）
長
田　

勲

○
嘱
託

篠
原　

透

○
パ
ー
ト

中
川
眞
由
美
、
落
合
美
子
、

篠
原
日
登
美
、
中
込　

泉
、

本
原
幸
子

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

◎
榎
Ｓ
Ｓ

セ
ン
タ
ー
長　

堀
之
内
雅
也

○
嘱
託　

石
川
竜
哉

○
パ
ー
ト

深
沢
幸
正
、
宮
川
秀
彦
、

北
川
原
昭
夫
、
武
川
末
子
、

名
取
英
里
奈

ガ
ス
セ
ン
タ
ー

◎
市
川
三
郷
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）
一
之
瀬
辰
美

課
長
代
理
（
兼
）
金
丸　

隆

主
任
（
兼
）
芦
沢
正
幸

河
西
美
妃

○
嘱
託　

加
藤
靖
和

○
パ
ー
ト

秋
山
修
治

◎
南
部
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）
大
森
竹
久

○
嘱
託　

原
田
博
幸

○
パ
ー
ト

四
條
千
勝

◎
甲
府
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

桑
原
一
誠

係
長
（
兼
）
中
込
龍
児

三
木
啓
至

八
木
美
樹

○
嘱
託　

志
村
勝
良
、
浅
川　

勇

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

◎
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　

あ
じ
さ
い
身
延

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）
飯
塚
武
二

○
パ
ー
ト

若
林
秀
子

◎
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　

あ
じ
さ
い
南
部

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）
飯
塚
武
二

佐
々
木
憲
也

仲
沢
隼
人

大
野
寿
紀

○
パ
ー
ト

河
西
康
雄
、
諏
訪
純
子

◎
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　

あ
じ
さ
い
増
穂

セ
ン
タ
ー
長　

飯
塚
武
二

係
長　

土
橋
宏
行

石
坂
亮
介

◎
セ
レ
モ
ニ
ー
み
ど
り
・

　
　
　
　
　

な
で
し
こ
甲
府

セ
ン
タ
ー
長　

保
坂
丈
文

主
任　

松
嶋
裕
二

○
嘱
託　

渡
邉　

徹
、
手
塚
一
生
、

渡
邉　

剛

○
パ
ー
ト

望
月
万
寿
美

◎
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
長　

村
松
賢
一

渡
辺
守
人

塩
沢　

恵

内
藤
和
人

○
嘱
託　

芦
沢
武
司

介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス

◎
市
川
三
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）
丸
山
高
仁

主
任　

玉
木
良
平

◇
在
宅
介
護
支
援
事
務
所

○
嘱
託　

佐
野
み
ゆ
き
、
赤
池
純
子

◇
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ほ
ほ
え
み

　

遠
藤
千
里

　

深
沢
み
か

　

望
月
絵
美

○
嘱
託　

遠
藤
美
穂

○
パ
ー
ト

望
月
美
代
子
、
加
藤
満
美
子
、

中
村
英
子
、
大
森
絹
江
、

中
澤
嘉
津
子
、
赤
池
今
男
、

加
藤
和
子
、
井
上
恵
子
、

小
澤
竹
男
、
志
村
千
枝
美
、

村
松
輝
美
、
渡
邉
む
つ
み

、

支
店
主
任　

京
嶋
宏
晃

支
店
主
任　

依
田　

舞

志
田
杏
奈

井
出
将
弘

磯
野
有
希

◎
ア
ル
プ
ス
通
り
支
店

支
店
長　

小
林　

真

副
支
店
長　

末
木
幸
子

支
店
長
代
理　

原　

淳
也

支
店
長
代
理　

樋
口
智
広

支
店
係
長　

川
口　

敬

支
店
主
任　

金
丸
幸
子

支
店
主
任　

塩
澤
由
香
里

支
店
主
任　

渡
邉
た
か
し

支
店
主
任　

遠
藤
景
太

支
店
主
任　

保
坂
祐
太

支
店
主
任　

名
取
健
一

支
店
主
任　

芳
賀
大
貴

石
原
百
合
子

秋
山
由
美
子

赤
根
佳
奈

瀬
田
綾
音

◇
敷
島
事
務
所

支
店
長
代
理　

丸
山　

宰

支
店
係
長　

小
林　

誠

支
店
係
長　

高
橋
勝
也

支
店
主
任　

近
藤
孝
吏

支
店
主
任　

内
藤
将
智

若
宮　

健

橋
本
浩
輝

横
森
大
輔

長
田
真
歩

経
済
セ
ン
タ
ー
・
店
舗

◎
市
川
三
郷
経
済
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

一
之
瀬
辰
美

課
長
代
理　

金
丸　

隆

係
長　

渡
邉
久
洋

係
長　

酒
井
勇
次

主
任　

芦
沢
正
幸

日
向
ゆ
り
か

久
保
圭
史

○
嘱
託

井
上
哲
夫
、
渡
辺　

信

○
パ
ー
ト

長
田
香
里

◎
大
塚
経
済
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

一
瀬
大
輔

係
長　

上
田
克
樹

遠
藤
好
彦

石
原
真
帆

伊
藤
天
紀

○
嘱
託

（
兼
）
井
上
哲
夫

（
兼
）
渡
辺　

信

○
パ
ー
ト

小
林
輝
光
、
近
藤　

蘭
、

佐
野
良
美

◎
増
穂
経
済
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

小
池
正
隆

深
澤
多
美

青
栁
恵
介

渡
邉
あ
ず
さ

小
林
大
軌

○
嘱
託

秋
山
達
朗
、
折
居　

健
、

初
鹿
稔
幸

○
パ
ー
ト

志
村　

亨
、
齊
藤
万
里
子

◎
中
富
経
済
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

深
沢
孝
幸

係
長　

上
田
智
子

係
長　

深
沢
基
秀

○
パ
ー
ト

川
崎
美
香
、
中
澤
美
久
、

後
藤
隆
博
、
小
倉
淳
子

◎
栄
経
済
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

大
森
竹
久

係
長　

千
須
和
ま
ゆ
み

主
任　

新
井
善
博

佐
野　

滋

髙
山
祐
樹

○
嘱
託

若
林
孝
雄
、
安
武
好
美

○
パ
ー
ト

三
上
博
道
、
木
内　

始

◇
富
沢
店
舗

○
嘱
託

稲
葉
三
男

○
パ
ー
ト

小
池
金
子

◎
竜
王
経
済
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

望
月　

学

係
長　

佐
野
俊
二

係
長　

井
上
ま
ゆ
み

高
野
拓
也

○
嘱
託

中
込
計
義
、
小
宮
山
和
美
、

太
田
孝
尋

○
パ
ー
ト

沢
井　

隆

◎
玉
穂
経
済
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

田
中
千
明

主
任　

高
橋　

寛

（
兼
）
網
倉
正
己

深
澤
琢
磨

金
丸
智
生

三
枝　

裕

○
嘱
託

赤
池
聡
司

○
パ
ー
ト

橋
戸
秀
則
、
森
泉
明
美

◇
昭
和
購
買
店
舗

○
パ
ー
ト

近
藤
真
由
美

◎
忍
経
済
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

服
部　

司

大
森
顕
治

渡
邊
み
さ

池
亀
栄
美

坂
田
浩
紀

岩
間
春
斗

○
嘱
託

佐
野
美
恵
子
、
柿
嶋　

一
、

保
坂
満
憲

○
パ
ー
ト	

齋
藤
き
く
美

◎
山
城
経
済
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

櫻
林
泰
裕

深
澤
勇
太

○
嘱
託

黒
澤
洋
美

○
パ
ー
ト

萩
原
岳
仁

◇
二
川
購
買
店
舗

係
長　

望
月　

潤

○
パ
ー
ト

名
取　

豪

◎
玉
諸
経
済
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

三
科
政
義

前
田
祐祐
里

土
橋
和
弥

清
水
裕
紀

◇
甲
運
購
買
店
舗

主
任　

飯
窪
健
志

　
　
　

土
志
田
豊

○
嘱
託

細
田
さ
と
美

◎
千
塚
経
済
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

市
村
竜
太
郎

堀
田
茂
利

若
泉
健
也

○
嘱
託

長
久
保
弘
、
丸
山
順
子

◎
竜
王
機
械
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）
佐
々
木
啓
之

○
パ
ー
ト

髙
山
正
廣
、
川
住
千
惠
子

◎
玉
穂
機
械
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

佐
々
木
啓
之

○
パ
ー
ト

村
上
哲
也
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果 樹

種苗法改正について

モモせん孔細菌病の春季から生育期の対策
　せん孔細菌病は、防除が困難な病害であり、被害を無
くしていくためにも、年間を通した防除を数年間継続す
ることが必要です。
　特に生育初期の対策が、その年の発生軽減につながり
ますので、次の対策を徹底してください。
１．耕種的防除（春季～開花期）
（1）	 摘蓄（花）を行う際には特に注意し、「芽枯れ

枝」、「先端の枯れた枝」、「生育不良枝」、「黒紫色
に変色した枝」などは、見つけ次第、できるだけ

基部から剪除し、園外に持ち出し処分する。
	 なお、これらの症状は、順次発生する場合もある

ので注意して、必ず剪除する。
（2）	 特に樹冠上部にこのような枝を残すと、降雨によ

り樹全体に感染が拡大する恐れがあるため、樹の
上部から順に取り除く。

（3）	 スプリンクラー等のかん水が直接枝葉や樹に当た
ると、水圧で葉等に傷が付き、感染が拡大する恐
れがあるため、直接かん水が当たらないように注
意する。

　種苗法改正により、令和４年４月１日から登録品種
（種苗法で登録された品種）を自家増殖＊する場合には
育成者の許諾が必要となります。
＊登録品種の種苗等から得た収穫物、苗木、親株、穂木
（剪定枝、緑枝等穂木として利用可能な全ての部位を含
む）等を用いて、自己の農業経営において更に種苗として

利用する行為を本県では「自家増殖（自家用の栽培向け増
殖）」としています。（自家増殖の具体例は、表１参照）
自家増殖しようとする場合は、育成者の許諾が必要とな
るため、事前に登録品種であるかどうか、登録品種であ
る場合は必ず育成者の許諾方針を確認し、必要な手続き
を行って下さい。

注意事項
①	自家増殖の許諾は、自家用の栽培向け増殖に係るものであり、

増殖した種苗の他者への譲渡 ( 有償・無償に関わらず ) を許諾
するものではありません。

	 したがって、自家増殖の許諾を得ても自家増殖した苗木や採取
した種子および、増殖可能な枝や新梢を他者に譲渡（有償・無
償にかかわらず）すると種苗法に違反します。

②	登録品種の結果母枝を取り木した「ブドウ盆栽（仮称）」の作
成は、増殖行為に当たります。個人的や家庭的利用であれば自
家増殖の許諾は不要ですが、有償・無償にかかわらず他者に譲
渡する場合は、自家増殖の許諾とは別の許諾（利用許諾）が必
要です。違反すると種苗法で罰せられます。

③	苗木や種子の購入に当たり、育成者権者との取り決め等（例え
ば、契約栽培や自家増殖禁止、県外に持ち出し禁止等）がある
場合は、それに従う必要があります。

２．薬剤防除（春季～生育期）
・	薬剤散布は、枝の病斑部を取り除いた後、降雨の前に実施する。
・	若葉ほど感染しやすいため、葉芽先行で生育する場合、防除が遅れないように注意する。
・	葉や幼果に感染した後では防除効果が低下するため、「満開直後」の防除以降、７～ 10日以内の間隔で予防散布を行う。

黒ずみ、 へこみが見られる枝（左）と先端部と中間部が芽枯れした枝（右） 生育不良な枝 先端が枯れこんだ枝

※	アグレプト液剤 ･ 水和剤など薬剤
散布の際、ぶどうなど隣接園へ飛
散しないよう十分注意する。

※	天候不順が続く場合は、追加防除
する。

※	登録内容を確認し、収穫前日数、
使用回数に注意する。

・	枯れ枝や枝病斑のせん除や薬
剤 散 布 は、 降 雨 の 前 に 実 施
し、薬液が樹全体にかかるよ
う十分量を散布してください。

・	ＪＡ指導課では、生育状況等
に応じて（防除）携帯メール
等 を 行 い ま す の で、 通 知 が
あった場合には、必ず散布を
行ってください。

登録品種かどうかと登録品種の育成者を確認
・	購入した種苗の表示ラベルに「登録品種」の表記や PVP マークがある。
・	農林水産省品種登録データベース（下記 QR コード）を参照して調べる。
※	一般品種（品種登録期間が切れた品種、品種登録されたことがない品種、在来種）は表示されません。また、商標・

流通名では検索できません。

登録品種である

許諾条件を確認

育成者の許諾を取得
（許諾料が発生する場合これを納付する）

自家増殖
（自家用の栽培向け増殖）

育成者の自家増殖に関する方針を確認

登録品種でない

＜自家増殖（自家用の栽培向け増殖）を行う場合の確認手順＞

許諾可能 許諾不可

許諾不要

増殖禁止

品　目 具体的な例
果樹
（ ブ ド ウ、 モ
モ、スモモ、オ
ウトウ、カキ、
リンゴ等）

・	枝を台木に穂接ぎし苗を作る。
・	芽を台木に芽接ぎし苗を作る。
・	枝を既存樹に穂接ぎし高接ぎ（高接ぎ更新）す

る。
・	新梢を台木に緑枝接ぎし苗を作る。
・	新梢を既存樹に緑枝接ぎし高接ぎ（高接ぎ更

新）する。
・	枝や新梢を挿し木し苗を作る。
・	ブドウの結果母枝を取り木し、苗を作る、ま

た、ブドウ盆栽を作る。
穀類（イネ、ム
ギ、ダイズ）

・稲、麦、大豆の収穫した子実の一部を次期作の
種子として使用する。

イチゴ ・イチゴを収穫している成株からランナーを採
り、次期作の種苗として利用する。

品　目 具体的な例
イモ類 ・	カンショ（サツマイモ）

	 収穫したイモを次期作に種いもとして植え付け
る。

	 収穫したイモを次期作に種いもとして植え付け、
そこから伸びたツルを採取し、種苗として利用す
る。

・	ヤマイモ、バレイショ（ジャガイモ）、サトイモ
　収穫したイモを次期作に種いもとして利用する。

その他 ・	アスパラガス、ショウガ
	 種子から養成した株や生産中の株を株分けし種

苗として利用する。
・	タラノキの根を分割し、種苗として利用する。
・	ニンニクの収穫した球根（りん片）を種苗とし

て利用する。

表１　新たに育成者の許諾が必要となる自家増殖の具体例（※登録品種のみ）
※これは例示であり、自家増殖については育成者や種苗会社にお問い合わせください

※	野菜は、多くの品種がＦ１品種（雑種第１代）であり、結実した種子を次期作の種子として使用しても同じ形質のものが生産できません
が、これも自家増殖に該当します。

※	これ以外のものについては、育成者や種苗会社に確認してください。



　

【材料２人分】（４個分）
薄力粉…… ２５ｇ
白玉粉…… １０ｇ
水………… ５５ｃｃ
グラニュー糖
　………… 大さじ１

こしあん… １００ｇ
食紅……… 少量
桜の花…… ４個

（塩抜きしたもの）

【作り方】
①	ボールに白玉粉と水（１/３）を入れ、木べらで混

ぜる。グラニュー糖を加え、さらに水１/３を少量
ずつ入れのばしていく。

②	①に薄力粉を振るいながら入れる。

③	残りの水に食紅を少量溶き、だまにならないよう②
に少量ずつ加えていく。

	 混ざったら10分ほど休ませる。

④	こしあんは4等分して俵型に丸めておく。

⑤	テフロンのフライパンが温まったら弱火にし、③の
生地を流し入れ、楕円形の大きさに広げる。表面が
乾いてきたら裏返し、10秒程したら皿に取り出す。

⑥	生地が冷めたら餡を包み、桜の花を飾る。

提供：厚生連健康増進部栄養科

★管理栄養士のワンポイントアドバイス★
　さくらの季節となりました！お花見にもパパッと
作っていける一品です！小豆の主成分は糖質とたん
ぱく質ですが、ビタミン B1、B2や食物繊維、また
カリウム、カルシウム、鉄分などのミネラルも含ん
でいます。ビタミン B1は糖質の代謝を促進し、疲労
物質がたまるのを予防・解消してくれる働きや、解
毒作用があるため、肝臓におけるアルコールの分解
も助けてくれます。

食塩相当量　0.5g

エネルギー

165
kcal

12月・1月・2月の理事会が開催され、次の議案が審議、承認されました
令和３年12月24日開催
第1号議案	 山梨県常例検査回答について
第2号議案	 令和3年度上半期監事監査回答について
第3号議案	 役員賠償責任保険への加入について
第4号議案	 参事の解任について
第5号議案	 参事の選任について

令和４年１月28日開催
第1号議案	 令和４年度内部監査計画について
第2号議案	 個人情報保護統括管理者の選任について
第3号議案	「コンプライアンス・プログラム」及び「不

祥事未然防止のための行動計画」について
第4号議案	「個人情報保護計画」及び「個人情報・情報

セキュリティ研修計画」について
第5号議案	 令和４年度借入金の最高限度額、貸付金利

率の最高限度、及び大口信用供与の限度額
について

第6号議案	 令和４年度余裕金運用方針および余裕金運
用計画額について

第7号議案	 ＪＡバンク経営戦略シートについて
第8号議案	 購買未収金Ⅳ分類固定化債権の処理について
第9号議案	 出資減口承認について
第10号議案	 定款の一部変更について
第11号議案	 定款附属書総代選挙規程の一部変更について
第12号議案	 経理規程の一部変更について
第13号議案	 機構の変更について
第14号議案	 職制規程の一部変更について
第15号議案	 令和４年度収支計画について
第16号議案	 中期３か年計画について

令和４年２月24日開催
第1号議案	 内部統制システム基本方針の運用状況と見

直しの要否について　

理事会報告

焼くだけ！簡単さくら餅

開催日時
令和４年４月26日（火）
午後２時より
会　　場

南巨摩郡富士川町天神中條820-1
はくばく文化ホール
（富士川町ますほ文化ホール）

ＪＡ山梨みらいＪＡ山梨みらい
第３回通常総代会開催第３回通常総代会開催

セレモニーホールからお知らせセレモニーホールからお知らせ

※現在加入されている方は、引き続
き全ホールでご利用いただけます。

３６５日・２４時間対応
　《あ じ さ い 増 穂》	 TEL：0556-22-2611
　《あ じ さ い 身 延》	 TEL：0556-62-0010
　《あ じ さ い 南 部》	 TEL：0556-64-1231

　《セレモニーみどり》	 TEL：0120-79-7753
　《な で し こ 甲 府》	 TEL：055-287-9411
　《クリスタルホール》	 TEL：055-230-3026

セレモニー定期積金 
掛込金額：	１口 3,000円以上
掛込期間：	３年（36回）
	 ５年（60回）
セレモニー定期貯金 
預入金額：	1口 200,000円以上
預入期間：	1年満期（自動継続）

セレモニー会員
	 会員30,000円割引  

　組合員割引30,000円とあわせて
最大60,000円割引

	 会員５％割引

　組合員割引５％とあわせて
最大10％割引

会員特典

≪ 返  礼  品 ≫

≪ コース料金 ≫

ご入会の手続きは最寄りのＪＡ山梨みらい各金融店舗で 

お客様が望む葬儀は生前中でなければ伝わりません。
終活などのご相談にも対応いたします。

例
・お寺や寺院がまだ無い。
・生前中に遺品整理をし

たい。
・一般葬や家族葬の料金

はいくら必要か。
・病院・施設にいるが、

万が一の時はどうした
らよいか。

などの不安をご相談
ください。

ＪＡ山梨みらい管内　限定！
ＪＡ山梨みらい管内　限定！

ガスの契約ガスの契約見直し見直しキャンペーン！キャンペーン！

今だけ！

期間中に他社から「クミアイプロパン」へ切替、ご成約で、
令和４年４月１日～９月 30 日まで

農協全国商品券５千円分を贈呈！農協全国商品券５千円分を贈呈！
お問い合わせ、ご用命はお近くのＪＡ購買窓口またはガスセンタ―へ！

ＪＡ山梨みらい
	 甲府ガスセンター：	 055-222-7963	  （甲府市富竹１丁目 7-17）

	 南部ガスセンター：	 0556-64-3193	（南巨摩郡南部町内船 4812）

	 市川三郷ガスセンター：	 055-230-3056	  （西八代郡市川三郷町上野 2889）

“ かがやけ ” みらい　13号（14）“ かがやけ ” みらい　13号（15）



または、最寄りの支店窓口へ
お気軽にお問い合わせください。


